
１ 課の運営方針

【課の目標】 令和８年度に重点的に取り組む事項・概要
①

②

③

④

２ 担当（係）の使命（果たす役割）

３ 課の経営資源

（１） 課の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２） 事業規模 ※R６職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業

令和８年度 課の運営方針書

職員数 正職員
会計年度
任用職員

正職員 45,018

効率的で持続可能な公共交通ネットワークの形成
令和2年度に策定、令和7年度に改訂した「周南市地域公共交通計画」に基づき、公共交通の利用促進施策などの事業を実施します。

中山間地域等の移動手段を確保
コミュニティ交通の運行により移動手段を確保します。また、住民ニーズを反映した利便性の高い運行内容となるよう検討を行います。

鉄道を利用する通勤・通学者等の利便性を図り、快適な乗継環境を維持
駐車場や駐輪場の適切な管理を行います。また、徳山駅周辺の駐輪場においては、他の公共施設と一体的に管理することで、更なる賑わいの創出、施設の利用促
進、市民サービスの向上を図ります。

駐車場需要への対応や円滑な道路交通の確保
徳山駅前駐車場や徳山駅西駐車場などの路外駐車場について健全に運営します。また、より効率的・効果的な管理運営を行うため、官民が連携した管理運営を行
い、更なる賑わいの創出、施設の利用促進、市民サービスの向上を図ります。徳山駅前駐車場については、大規模改修工事に向けた設計業務を実施します。

・ワークライフバランスの推進として、長時間労働を抑止し、残業代等の人件費を削減するため、各担当業務の進捗状況を課内で共有し、納期を意識した業務の遂行に努
めます。
・建築物等の修繕・更新の適正化として、徳山駅前駐車場の大規模改修に向けた業務に取り組みます。

市民の日常生活におけるニーズを踏まえた効率的で持続可能な公共交通ネットワークの形成を図ります。

7,503

都市整備部　公共交通対策課

6 6 0 人件費
会計年度
任用職員

【課の使命】

【行政経営への取組】

市民の日常生活におけるニーズを踏まえた効率的で持続可能な公共交通ネットワークの形成を図ります。

512,965 担当予算事業数 12歳入予算額 292,998 歳出予算額



都市整備部　公共交通対策課

４ 課の中期目標 （優先順）　第３次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策
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推進施策
別

優先順位

生活基盤

令和１１年度までに実現したい成果推進施策

市民の日常生活におけるニーズを踏まえた効率的で持続可能な公共交通ネットワークの構築
を図るとともに、交通結節点の環境整備や利便性向上に取り組みます。
・主な成果指標　公共交通の年間利用者数：現状値（2022年度値683万人）を維持

地域都市拠点や生活拠点の維持

1 都市拠点等の形成


